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研究成果の概要（和文）： ステレオタイプの抑制の逆説的効果を低減させる可能性のある代替思考を探索するために
６つの実験を実施し、①代替思考として反ステレオタイプが使用されると、抑制の逆説的効果が促進するということ、
②代替思考としてサブタイプ(非優位ステレオタイプ)が使用されると、抑制の逆説的効果が低減するということ、③認
知的複雑性が高い人は、サブタイプ(非優位ステレオタイプ)の利用可能性が高く、ステレオタイプを抑制するさいに、
サブタイプ(非優位ステレオタイプ)が代替思考として使用されやすく、その結果として、抑制の逆説的効果を生じさせ
にくいということが示唆された。

研究成果の概要（英文）：　Six experiments explored the effective replacement thoughts in reducing the 
paradoxical effects of stereotype suppression. Our findings were as follows: (a) Counter-stereotypes were 
ineffective in reducing the paradoxical effects; (b) subtypes (i.e., non-dominant stereotypes) were 
effective in reducing the paradoxical effects. (c) those who had complex cognitive structures in person 
perception were likely to use subtypes as replacement thoughts, and thus showed less paradoxical effects 
than those who had simple cognitive structures.

研究分野： 社会科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)人びとは、ある人物に接したとき、その
人物の所属する社会的カテゴリーに基づい
てその人を判断してしまう。このようなステ
レオタイプ的判断は自動的に活性化されて
しまうが、人びとはステレオタイプ的判断を
行わないように、ステレオタイプを意識的に
抑制しようとすることがある。しかし、抑制
という意識的な努力を行うと，その後かえっ
てステレオタイプ的な判断を強く表出して
しまうことが知られている。これは、人びと
がバイアスのない正確な対人判断を行おう
と努力したのにもかかわらず、皮肉なことに、
かえって対人判断バイアスを増加させてし
まうという逆説的効果として知られている。 
 
(2)一般的な思考の意識的な抑制に関する先
行研究では、抑制のさいに特定の代替思考が
利用されることで逆説的効果が低減される
ことが示されている。しかし、ステレオタイ
プの抑制に関する研究では、ステレオタイプ
を抑制するさいに、人びとのなかでどのよう
な思考が生じているかは扱われてこなかっ
た。本研究では、一般的な思考の抑制と同じ
ように、ステレオタイプの抑制においても、
何らかの代替思考が逆説的効果の低減や解
消に効果的であると考え、その可能性を検討
することとした。 
 
(3)ステレオタイプを抑制するさいに、ステ
レオタイプと全く関係のない内容を代替思
考として利用すると、逆説的効果が低減する
どころか、むしろ増加する可能性を示唆する
研究がある(Oe & Oka, 2003)。そこで、本研
究では、特定の社会的集団についてステレオ
タイプが問題となるとき、その社会的集団に
密接に関連した内容の代替思考ならば、逆説
的効果の低減・解消に有効であると予想した。
この予想についての実証的な研究はこれま
でになされていない。 
 
(4)これまでの典型的な思考抑制研究でも、
ステレオタイプ抑制研究でも、代替思考の内
容は、実験者による直接的な教示によって操
作されており、特定の代替思考を生じさせや
すくするような社会心理学的要因について
は検討されていない。代替思考を扱う研究の
生態学的妥当性の確認のためには、現実の社
会心理学的要因の検討が必要と考え、個人差
要因、集団関係要因を検討することとした。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究では、ある社会的集団のステレオ
タイプを抑制するさいに、そのステレオタイ
プに密接に関連した代替思考として、その社
会的集団のサブタイプ(非典型的メンバー、
サブカテゴリーのステレオタイプ、非優位ス
テレオタイプ)に着目し、サブタイプが代替
思考として利用されると、抑制の逆説的効果
が低減・解消する可能性を、以下の(2)から

(4)を目的として検討する。 
 
(2)ある集団のステレオタイプを抑制すると
き，その集団のサブタイプが代替思考として
利用されると、ステレオタイプ抑制に伴う逆
説的効果が低減・解消できるかどうかを明ら
かにする。なお、サブタイプの利用可能性は、
プライミングによって操作する。 
 
(3)認知的複雑性が高い人びとほど、偏見が
弱く、また、ステレオタイプ的判断を回避で
きることが示されている。そこで、ステレオ
タイプを抑制するさいに、認知的複雑性が高
い人びとでは、サブタイプが代替思考として
利用されており、その結果として、逆説的効
果が低減・解消されているのかどうかを明ら
かにする。 
 
(4)共同作業は、相手への注意、個人化した
接触を促進するため、ステレオタイプ的判断
が低減することが示されている。そこで、協
力的な関係性のもとでステレオタイプが抑
制されるさいには、代替思考としてサブタイ
プが利用されやすくなっており、その結果と
して、逆説的効果が低減・解消されているの
かどうかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)研究１：特定の集団のステレオタイプを
意識的に抑制するさいに、その集団に密接に
関連した内容の代替思考として、その集団の
反ステレオタイプが、逆説的効果の低減・解
消に効果的かどうかを検討するため、92人の
大学生を実験参加者として、弁護士ステレオ
タイプについて、その反ステレオタイプの活
性化の有無と、弁護士ステレオタイプ抑制の
有無を独立変数として操作し、仮想の弁護士
に対するステレオタイプ的判断を従属変数
とする実験を実施した。 
 
(2)研究２：研究１と同様の状況の代替思考
として、その集団のサブタイプ(非優位ステ
レオタイプ)が、逆説的効果の低減・解消に
効果的かどうかを検討するため、318 人の大
学生を実験参加者として、女性について活性
化させる思考の種類(サブタイプ活性化、ス
テレオタイプ活性化、活性化なし)と、女性
ステレオタイプの抑制の有無を独立変数と
して操作し、女性に対するステレオタイプ的
判断を従属変数とする実験を実施した。 
 
(3)研究３：ステレオタイプの抑制の有無に
よって、代替思考としてステレオタイプとサ
ブタイプ(非優位ステレオタイプ)の利用可
能性と、ステレオタイプ的判断の強度との関
係に違いがあるかどうかを検討するために、
122 人の大学生を調査対象として、最初に、
女性ステレオタイプと女性サブタイプの利
用可能性を測定したうえで，女性ステレオタ
イプの有無を独立変数として操作し、仮想の



女性に対するステレオタイプ的判断を従属
変数として測定した。 
 
(4)研究４：サブタイプ(非優位ステレオタイ
プ)の利用可能性が、対人認知のさいの認知
的複雑性と関連しているかどうかを検討す
るために、129 人の大学生を調査対象として、
認知的複雑性を測定するためにRepテストを
実施し、さらに、女性ステレオタイプと女性
サブタイプを測定した。 
 
(5)研究５：認知的複雑性が低い人は、認知
的複雑性が高い人よりも、ステレオタイプ抑
制の逆説的効果を生じさせやすいかどうか
を検討するために、184 人の大学生を実験参
加者として、女性ステレオタイプの抑制の有
無を独立変数として、仮想の女性に対するス
テレオタイプ的判断を従属変数とする実験
を実施した。この実験の終了後に、Rep テス
トを用いて実験参加者の認知的複雑性も測
定した。 
 
(6)研究６：研究５の概念的追試を実施する
ことを目的として、49 人の大学生を実験参加
者として、認知的複雑性の高低とステレオタ
イプ抑制の有無と語彙判断課題の単語の種
類(女性ステレオタイプ関連語、無関連語)を
独立変数とし、語彙判断課題の反応潜時を従
属変数とする実験を実施した。49 人の実験参
加者は、Rep テストに回答した 428 人のうち
個別実験への参加意向を示した191人につい
て、その認知的複雑性得点を中央値分割し、
それぞれの群から無作為に選んだ。 
 
４．研究成果 
(1)研究１：実験参加者が，弁護士ステレオ
タイプの抑制を行わなかったときには、反ス
テレオタイプの活性化の有無によってステ
レオタイプ的判断の差はなかったが、その抑
制を行ったときには、反ステレオタイプ活性
化条件のほうが、活性化なし条件よりも、ス
テレオタイプ的判断が促進することが分か
った。このことは、ステレオタイプ抑制のさ
いに代替思考として反ステレオタイプが使
用されると、ステレオタイプ抑制の逆説的効
果が促進することを示唆している。 
 
(2)研究２：女性の実験参加者については顕
著な効果は認められなかったが、男性の実験
参加者に限定して分析を施すと、思考の活性
化を行わなかった統制条件では、女性ステレ
オタイプの抑制を行った条件ほうが，それを
行わなかった条件よりも，ステレオタイプ的
判断が促進した(逆説的効果が確認された)
が、サブタイプの活性化を行った条件では、
女性ステレオタイプの抑制の有無によって
ステレオタイプ的判断の差が認められなか
った。このことは、男性の実験参加者に限定
されてはいるが、女性ステレオタイプの抑制
のさいに代替思考としてサブタイプ(非優位

ステレオタイプ)が使用されると、ステレオ
タイプ抑制の逆説的効果が低減することを
示唆している。 
 
(3)研究３：ステレオタイプ抑制の有無とス
テレオタイプの利用可能性とサブタイプの
利用可能性を独立変数とし、ステレオタイプ
的判断を従属変数とする重回帰分析を実施
したところ、ステレオタイプを抑制すると、
ステレオタイプ的判断が促進し、ステレオタ
イプの利用可能性が高いとステレオタイプ
的判断が促進するが，サブタイプの利用可能
性が高いとステレオタイプ的判断が減少す
ることが分かった。このことは、サブタイプ
(非優位ステレオタイプ)が思考のなかで利
用可能であれば、ステレオタイプを抑制する
さいに、そのサブタイプが代替思考として使
用されて、その結果として、ステレオタイプ
抑制の逆説的効果が低減することを示唆し
ている． 
 
(4)研究４：男性の調査対象者に限定されて
いたが、認知的複雑性が高い個人ほど、女性
サブタイプ(非優位ステレオタイプ)の利用
可能性が高いことが分かった。このことは、
認知的複雑性という個人特性が、サブタイプ
の利用可能性を規定していることを示唆し
ている。 
 
(5)研究５：認知的複雑性が高い人では、ス
テレオタイプ抑制の有無によってステレオ
タイプ的判断の差は認められなかったが、認
知的複雑性が低い人では、ステレオタイプ抑
制あり条件のほうが、ステレオタイプ抑制な
し条件よりも、ステレオタイプ的判断を促進
することが分かった。このことは、認知的複
雑性が低い人のほうが、それの高い人よりも、
ステレオタイプ抑制の逆説的効果を生じさ
せやすいことを示唆している。 
 
(6)研究６：認知的複雑性か高い人では、ス
テレオタイプ抑制によってステレオタイプ
関連語に対する反応潜時に差は認められな
かったが、認知的複雑性が低い人では、ステ
レオタイプ抑制あり条件のほうが、ステレオ
タイプ抑制なし条件よりも、ステレオタイプ
関連語に対する反応潜時が短いことが分か
った。このことは、認知的複雑性が低い人の
ほうが、それが高い人よりも、ステレオタイ
プを抑制すると、ステレオタイプに対する接
近可能性が促進することを示している。 
 
(7)成果の総括：以上の６つの研究を総括す
ると、①ステレオタイプを意識的に抑制する
さいに、代替思考として反ステレオタイプが
使用されると、抑制の逆説的効果が促進する
ということ、②そのさいに、代替思考として
サブタイプ(非優位ステレオタイプ)が使用
されると、抑制の逆説的効果が低減するとい
うこと、③認知的複雑性が高い人は、サブタ



イプ(非優位ステレオタイプ)の利用可能性
が高く、ステレオタイプを意識的に抑制する
さいに、サブタイプ(非優位ステレオタイプ)
が代替思考として使用されやすく、その結果
として、抑制の逆説的効果を生じさせにくい
ということが示唆された。これらの研究の限
界として、とくに③に関して、実際にサブタ
イプが利用されていたかどうかが検討され
ていないという点をあげることはできる。し
かし、ステレオタイプを抑制するさいの代替
思考の種類によって、ステレオタイプ抑制の
逆説的効果が増減するという知見、および、
異なる代替思考を生じさせる個人差要因に
よって、抑制の逆説的効果が規定されている
という知見には重要な意義があると考えら
れる。 
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